
～ 人権・同和教育だより ～ 島根県立浜田高等学校

定時制・通信制課程

〝空に風 人に愛〟 第９号 202１．12．23（木）

＜ 人権・同和教育講演会 ＞
12月８日、梅本拓海さんを講師としてお招きし、「セクシャリティはジブンゴト」という演題

でご講演いただきました。定時制昼間部・通信制の生徒も、定時制夜間部の生徒も参加できるように、そして新

型コロナウイルス感染症予防対策として、講演会を３回(昼２回＋夜)設定し、梅本さんには長時間滞在していた

だきました。事前に準備していただいたや資料を示していただきながらお話いただきました。お話の中にあった

いくつかのキーワードと、参加した生徒のみなさんの感想を紹介したいと思います。

～梅本拓海さんの講演より～

〇「性」とは

体の性 … 生殖機能、ホルモンバランス、身体的な特徴。

好きになる性 … どんな性別を好きになるか。

心の性 … 自身がどんな性別であると認識しているか。「男」「女」に限らない。決めなくてもよい。

〇「セクシャリティ」

セックス … 生物学的な性

外性器等の違い、二次性徴も含めた身体の性差、性的欲求 など

ジェンダー … 社会的・文化的に作られる性

心理的な自己認識、性表現、仕事や家庭での性差、行動規範 など

セクシャリティ … 人間の性のあり方全般

自身の心境や年齢、環境、社会情勢や倫理観の変化によって流動することもある

〇「ＬＧＢＴ」とは

Ｌ … レズビアン 心の性が女性 → 好きになる性が女性

Ｇ … ゲイ 心の性が男性 → 好きになる性が男性

Ｂ … バイセクシャル 心の性はどんな性別でも → 男性も女性も好きになる

Ｔ … トランスジェンダー 体の性と心の性が異なる

〇「ＬＧＢＴ」以外のマイノリティ

アセクシャル … どの性に対しても性的欲求、恋愛的な感情を持たない。

デミロマンティック … 強い絆や信頼関係が築かれている関係に対してのみ、まれに恋愛感情を抱く。

リスロマンティック … 相手に恋愛感情を持つが、その相手から恋愛感情を持たれることを望まない。

パンセクシャル … あらゆる性別が恋愛対象になる。

クエスチョニング … 自身の性が分からない、または悩んでいる。

ノンバイナリー … エックスジェンダー。男女のいずれかに限定しない性別の立場を取る。

インターセックス … 性分化疾患 外性器や精巣、卵巣などの性腺、性染色体、ホルモンバランスが

男性型・女性型のどちらかに統一されていない、もしくは判別しにくい。

（裏へ続く）



〇「セクシャリティを表す時に」

指示語（「そういう人」「あっち系」「ああいうこと」など）を使わない。

濁した言い方により、タブー感や揶揄されている感じを与える。

かつて侮辱として使われた言葉（「オカマ」「ホモ」「レズ」など）を使わない。

本人が使って欲しいと思う言葉を用いるのが大原則。

〇「カミングアウト」と「アウティング」

カミングアウト … 自分のセクシャリティを打ち明けること。

アウティング … 本人の了解を得ずに、他の人に公にしていない性的指向や性同一性等の秘密を暴露

すること。

※アウティングは相手の尊厳を奪う行為！

性のイメージを強制させない。

表現したい自分・ありたい自分は、人それぞれ。 人に強要せず、本人主体でどう捉えるか。

～生徒のみなさんの感想より～
・今回の人権・同和教育講演会で「性」にはいろいろとあり、「男」「女」だけではないということがよく分か

りました。世の中にはいろいろな人がいるということが分かりました。はじめて聞く言葉がたくさん出てき

て、知らないことが学べたのでよかったと思いました。後、もっといろいろな人が「LGBT」などを知り、誰

もが過ごしやすくなるといいと思ったし、自分も考え方を深めていきたいと思いました。

・今回の講演会を通して、LGBTへの考え方が少し変わりました。私は今までLGBTに配慮をしすぎるあまり「あ

あいう人たち」のような言い方をしていたのですが、今回のお話の中で「濁す言い方は良くない」と聞き、

とても衝撃的でした。私もLGBTの方の立場になって考えると、配慮されすぎるより、自然に接してほしいと

思うので、今後気をつけたいと感じました。

・現在LGBTについて理解が進みつつある中で、私はそのことをどこか他人事のように聞いてきました。でも今

日の講演会でLGBTはもちろんのこと、結婚に対する感情、好きになる気持ちやどのように人を好きになるか

ということもセクシャリティの一つであると知り、私は驚きました。同時に共感できました。これからは自

分の性と好きになるという感情を私個人のセクシャリティとして大切にして生きていきたいです。

・自分の友だちの中にセクシャリティについて悩んでいる子がいるので、これからその子とどうつきあってい

くか改めて考えるいいきっかけになりました。友だちが悩んでいたり、気にしていたら自分が力になってあ

げたいなと思いました。これから学校を卒業して就職して社会に出たときLGBTの方やセクシャリティについ

て悩んでいる方と出会ったら、その人の個性を認めてあげられる人間になりたいです。

・LGBTについて自分で調べても難しいところがありましたが、今回詳しいお話を聞くことができて良かったで

す。理解しているつもりでも理解しきれていないところがあったり、世間でも様々な問題があったりして世

の中にはまだ性の多様性が浸透していないのだとわかりました。そのような状況で困っている人々のために

もしっかりと理解を深め、多様性を尊重していけるようになりたいです。

・今日の講演で「セクシャリティ」を学び、以前授業で「LGBT」の授業を受けていたので前半の内容は分かっ

ていたけど、後半のパンセクシャル等の内容は初めて知ったので今日の講演はとても身になる講演だったな

と思いました。

・講演の中でセクシャリティに関する動画も紹介されたので、時間があるときに見たいと思います。

※個別の質問については、梅本さんから回答をいただきました。本人に直接伝えようと思います。（高木）

（人権・同和教育担当：岡崎）


